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日常生活はほぼ自分でできるが、起き上が
り・立ち上がりなど何かにつかまらなければ
行えない状態。

歩行や入浴などに何らかの介助が必要。

歩行や入浴のほか、薬の内服・金銭管理・電
話の利用などに何らかの介助が必要。

歩行・入浴・金銭管理のほか、衣服の着脱や
排泄などに何らかの介助が必要。

入浴や衣服の着脱・排泄など日常生活に全面
的な介助が必要。
認知症がある場合は、かなりの問題行動や理
解力の低下がみられる。

食事や入浴・衣服の着脱・排泄など日常生活
の全面的な介助が必要。
認知症がある場合は、問題行動が一層増え、
理解力もかなり低下する。

生活全般にわたって介助が必要。
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新
し
い
年
が
始
ま
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ま
し
た
。

一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
季

節
、体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、良

い
お
正
月
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
８
年
が
経
と
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と
し
て
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ま
す
。

実
際
、
介
護
サ
ー
ビ
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を
利

用
し
て
い
る
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は
全
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軽
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要
介
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」

の
方
が
多
い
状
況
で
幌
延
で
も

同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
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こ
の
状
況
か
ら
国
が
対

策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が

「
軽
度
の
方
を
対
象
に
要
介
護

状
態
へ
の
進
行
を
防
ぐ
、
介
護

予
防
給
付
」
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
特
に
目
的
と

さ
れ
て
い
る
の
が
「
加
齢
に
よ

る
活
動
量
の
減
少
に
よ
っ
て
生

じ
る
心
身
機
能
の
低
下
を
予
防

し
て
い
く
」
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
積
極
的
に
身
体
を
動

か
し
、
外
出
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
で
行
え
る
こ
と
は

継
続
し
、
困
難
な
面
に
つ
い
て

は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら

も
、「
自
立
し
た
生
活
」
を
目

指
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
と
同
様
、
ま
ず
は

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
に
、

寝
た
き
り
度
や
認
知
面
な
ど
で

介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
か

ど
う
か
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
表
１
）。
ま
た
要

介
護
ご
と
の
平
均
的
な
身
体
の

状
態
は
（
表
２
）
の
通
り
で
す
。

現
在
、
既
に
介
護
認
定
を
受

け
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
更
新
時

期
に
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員

か
ら
詳
細
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
新
た
に
介
護

保
険
申
請
を
お
考
え
の
方
は
、
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ー
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介
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０
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ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
電
話

５
‐
１
７
９
０
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。


